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なぜ今、フォトリレーが選ばれるのか？
～メカニカルリレーとの違いから選定・応用事例まで～
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01
なぜ今、フォトリレーなのか？
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なぜ今、フォトリレーなのか？

フォトリレーは、機器の小型化・高信頼性・省電力への要求が高まる中、
メカニカルリレーに代わる絶縁スイッチとして採用が拡大しています。

・小型化
・高信頼性
・省電力
・優れた応答性
・低ノイズ
・静音
・振動に強い

メカニカルリレーから
フォトリレー置換えのメリット
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フォトリレーのアプリケーション例

PLC

入出力モジュールの
絶縁

アナログ信号の切替

サーボアンプ

制御・アラーム信号の
絶縁

検出回路の切替

空調制御システム
(HVAC)

センサー信号の絶縁

温度検出回路の切替

半導体テスター

測定系-DUT間の絶縁

測定信号の切替

BMS

高電圧バッテリーの
絶縁

地絡検出回路の切替

様々な機器の絶縁スイッチとしてフォトリレーが使用されています。

PLC: Programmable Logic Controller 
HVAC: Heating Ventilation and Air Conditioning
BMS：Battery Management System

産業機器 計測機器 エネルギー機器/車載
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02
フォトリレーとは
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フォトリレー 内部回路例

フォトリレーとは

出力側のデバイスとしてMOSFETを用いた半導体リレーです。

・LED＋PDA＋MOSFETで構成
     LEDの光をPDAが受光し、電気信号に変換してMOSFETを制御

・AC/DCどちらの負荷にも対応可能
     MOSFETを双方向に接続しているため、   交流・直流を問わず
使用可能

・主にシグナルリレーの代替として用いられる
シグナルリレー：接点電流が2 A以下で、信号、回線、高周波などの

   制御を目的としたメカニカルリレー

・接点構成はa接点が主流
     a接点 ： LEDオン → MOSFETオン
     b接点: LEDオフ → MOSFETオン

LED: Light Emitting Diode

PDA: Photo Diode Array

MOSFET: Metal Oxide Semiconductor

Field Effect Transistor 

LED

LED光

MOSFETPDA



© 2026 Toshiba Electronic Devices & Storage Corporation 8

フォトリレーの代表構造

入力側にLED、出力側にPDAとMOSFETを搭載し、入出力間は電気的に絶縁されています。
主なパッケージにはフレームタイプや基板タイプがあり、当社独自のCoC技術[注]により、
小型化・大電流化を実現しています。

4pin SO6 パッケージ S-VSON4Tパッケージ

3.7 × 7.0 × 2.1 mm

フレームタイプ

リードフレーム

MOSFET チップ PDA チップ

LED チップ

エポキシ樹脂

シリコン樹脂

2.0 × 1.45 × 1.3 mm

基板タイプ

エポキシ樹脂

LED チップ

MOSFET チップ

PDA チップ

基板

[注] CoC(Chip on Chip) 技術：上下にチップを積層する3次元実装技術

CoC



© 2026 Toshiba Electronic Devices & Storage Corporation 9

03
メカニカルリレーとの違い



© 2026 Toshiba Electronic Devices & Storage Corporation 10

フォトリレーとメカニカルリレーの主な違い

比較項目 フォトリレー メカニカルリレー

動作原理 LEDの光でMOSFETを駆動（無接点） 電磁石で接点を機械的に開閉(有接点)

寿命 摩耗なし・長寿命／メンテ不要 接点が摩耗し寿命に上限

消費電力 3V／5mA 程度 12V／30mA 程度

応答速度 マイクロ秒（μs）レベル ミリ秒（ms）レベル

ノイズ・動作音 低ノイズ・静音 アーク放電・動作音あり

サイズ 小型・薄型 大きく厚い

次ページ
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メカニカルリレーに対するフォトリレーのメリット

高信頼性 (長寿命)1 省電力2

優れた応答性、低ノイズ3 省スペース4

フォトリレーメカニカルリレー

アーク放電

フォトリレーメカニカルリレー

フォトリレーメカニカルリレー

12V/30mA

 フォトリレーは接点摩耗がないため、信頼性が高く長寿命です。
(接点回数の制限なし。メンテナンスフリー)

 フォトリレーは入力側を数mAで駆動できるため、
  消費電力を削減できます。

 フォトリレーは高速で動作するうえ、
無接点のため低ノイズです。

 フォトリレーは小型・薄型であるため省スペース設計に
優れます。

その他に 静音、振動するセットで誤動作しない、
外部の磁界や腐食性ガスに強い利点もあります。

3V/5mA

バウンス

Diode Relay

NPN

R₂

R₁
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04
フォトリレー選定のポイント
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フォトリレー選定のポイント

選定の進め方

STEP 1｜使用条件の確認

フォトリレーMOSFET出力側の

負荷電圧・負荷電流

STEP 2｜製品特性の照合

パッケージ・RON・スイッチング時間など

主要特性を確認

STEP 3｜マージンを確保

・温度や経年変化などを考慮

・負荷側からのノイズ対策

など

応用別に重視される特性 (一例)

産業機器 / FA
PLCのI/O切り替え

小型・省電力

計測機器
半導体テスターの信号切替

小型・低RON・低COFF

空調・ビル設備
サーモスタット制御

静音・小型・省電力

エネルギー機器
BMSの電圧監視

高耐圧(VOFF)・広温度範囲

[注] 一例になりますので、実際の使用条件に合わせて特性のご検討をお願いします。
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フォトリレーの主要特性

VOFF 阻止電圧 オフ状態でMOSFET出力端子間に印加し得る電圧定格

ION オン電流 オン状態でMOSFET出力端子間に流し得る電流定格

IFT トリガ ーLED 電流
出力 MOSFET をオン状態へ移行させるのに必要な入力電流 IF の最小値。
入力側に抵抗が内蔵されている製品はVFONとしても規定されています。

RON オン抵抗 既定のオン状態におけるMOSFET出力端子間の抵抗値

COFF 端子間容量 オフ状態でのMOSFET出力端子間の静電容量

tON / tOFF
ターンオン時間

ターンオフ時間
既定の入力LED電流を印加/遮断してから出力波形がオン／オフする
までの時間

設計ポイント主要特性と定義

負荷電圧・負荷電流の最大値を超えない
ようディレーティングを考慮

確実に動作させるためにはIFT最大規格
値以上の IF 電流を流す

低いほどオン状態時の損失が低減

高周波伝送には低 COFF が有利。
RON とはトレードオフ

オン・オフに必要な切替速度から許容値
を確認

IF ≧ IFT

VOFF

ION

COFF

RON
tON

内部回路

tOFF

tON/tOFF測定回路 tON/tOFF波形

入力 ・出力間の絶縁耐量

絶縁耐圧

その他の特性

BVS

IOFF オフ電流

オフ状態で MOSFET 出力端子間に流れる漏れ
電流
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05
フォトリレーの応用例と製品紹介
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産業機器向けフォトリレーの応用例

PLC（Programmable Logic Controller) 
空調制御システム

(HVAC、サーモスタット含む)

□ フォトリレーの応用箇所

リレーの機能
・入力&出力モジュールの接点(スイッチ)にリレーが
 多用されています。

・フォトリレーの電流定格アップに伴いフォトリレー化の
ニーズが高まっています。

リレーの機能
・ビルオートメーションの暖房、換気や空調制御用サーモスタットの
信号伝送およびバルブコントロールのダンパーモーター制御に
リレーが応用されています。

・メカニカルリレーが多用されていますが、フォトリレーの電流定格
アップに伴いフォトリレー化が進んでいます。
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計測機器向けフォトリレーの応用例

半導体テスター
□ フォトリレーの応用箇所

テストモジュール電源& 
コントローラー

ATEシステム

リレーの機能
・半導体メモリーやシステムLSIなどDUTの指定されたピンに電圧や電流を印加して、DUTが正しい
動作をしていることを検査する際、PEやDPS、プローブカードでDUTピンの経路切替に
フォトリレーが 多数使用されています。

・DUT数、測定ピン数に応じて限られたスペースでフォトリレーを多く使用する必要があるため
  小型フォトリレーの採用が進んでいます。

パルスドライバー

コンパレーター

DCユニット

DUTDUTDUT

PE DPS

ATE : Automated Test Equipment
PE: Pin Electronics
DPS: Device Power Supply
DUT: Device Under Test

force

sense
プローブカード

PE(Pin Electronics)

フォトリレー
テストヘッド

プローブカード

フォトリレー

プローブカード

プローブカード
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東芝フォトリレー ラインアップのご紹介

幅広い応用に向けたラインアップを展開。
メカニカルリレーからの置換えを推進しています。

0.01

0.1

1

10

10 100 1000 10000

I O
N
(A
)

VOFF (V)

オ
ン
電
流

I O
N

(A
)

阻止電圧 VOFF (V)

計測機器
向け

エネルギー機器・
車載向け

[注] 各製品カテゴリーの境界線は目安であり、詳細の仕様は各製品の技術資料を参照願います。

①産業機器向け(PLC、HVAC、サーボアンプなど)
汎用・小型パッケージ、高容量

②計測機器向け（半導体テスターなど）
小型パッケージ、低CR積(COFF×RON)

③エネルギー機器・車載向け(BMSなど)
高耐圧、高温度範囲

フォトボルカプラー
フォトリレーの2次側に搭載されている
MOSFETを外した構造の製品。
外付けMOSFETとの組み合わせで
フォトリレーより高容量制御が可能。

産業機器向け

MOSFET

x2pcs
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東芝フォトリレー パッケージラインアップ

パッケージ パッケージサイズ (mm) 産業機器向け 計測機器向け
エネルギー機器
・車載向け

フォトボル
カプラー

WSON4 1.45x2.0, t=0.8 ○

S-VSON4T 1.45x2.0, t=1.3 ○

VSON4 1.45x2.45, t=1.3 ○

P-SON4 3.4x2.1, t=1.3 ○

SO4 2.6x7.0, t=2.1 ○

4pin SO6 3.7x7.0, t=2.1 ○ ○ ○

2.54 SOP4 3.9x7.0, t=2.1 ○

2.54 SOP6 6.3x7.0, t=2.1 ○

SO6L 3.84x10.0, t=2.1 ○

SO12L-T 7.76x10.0, t=2.45 ○

SO16L-T 10.3x10.0, t=2.45 ○

DIP4 4.58x7.62 ○

DIP6 7.12x7.62 ○

DIP8 9.66x7.62 ○

本日ご紹介の製品

本日ご紹介の製品

面
実
装

D
IP
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産業機器向けフォトリレー TLP3640A

当社独自のCoC技術と高出力赤外LEDにより、小型で高いオン電流、高速応答を両立。
高い絶縁耐圧もキープしています。

特長

1
小型,
高いオン電流

CoC技術により
小型で1Aのオン電流を制御

• 実装エリアはメカニカルリレーより70%削減、                   
当社従来品[注1]より30%削減

2
高速応答

3
高い絶縁耐圧

高出力赤外LEDにより
高速応答を実現
• 当社従来品に比べてターン・オン時間は1/6 

(0.5ms)

小型なのに
高い絶縁耐圧をキープ
• 当社従来品と同じ 3750 Vrms
• 安全規格認定が必要とされる応用に適用可能

Sustainability

高性能

安全、安心

実装エリアをメカニカルリレー比70%[注2]、当社従来品4pin SO6比30%
削減。小型ながらオン電流１Aを制御。

メカニカルリレー
[小型シグナルリレー]の一例

メカニカルリレー
(60.4)5.

7 
m

m

10.6 mm

対メカニカルリレー : 70%削減
対4pin SO6 : 30%削減

(  ) : 単位 mm2

高出力赤外LEDとPDAの高い光結合性で
ターンオン1/6・ターンオフ1/5

ターンオン時間(Max)

3 ms 

0.5 ms 

ターンオフ時間(Max)

1 ms 0.2 ms 

当社従来品
TLP3122A

TLP3640A TLP3640A

1/6 1/5

当社従来パッケージ

当社従来品
TLP3122A

小型で1Aのオン電流を制御

高速応答を実現

[ 注1] 4pin SO6パッケージのTLP3122A (オン電流定格1.4A, 阻止電圧定格60V)

[ 注2] 2026年9月時点、当社調べ。

3.
7 

m
m

7 mm

4pin
SO6

(25.9)

7 mm

2.
6 

m
m SO4

(18.2)
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計測機器向けフォトリレー S-VSON4Tシリーズ

当社独自のCoC技術の採用により小型化を実現。入力抵抗内蔵品のラインアップで駆動方式が選べて設計自由度が
高まりました。半導体テスターなど高密度実装が必要とされる計測機器に適しています。

特長

1
小型

CoC技術により小型化を実現
・当社従来品[注1]に比べて実装面積を18%削減

2
電圧駆動

3
高温動作

電圧・電流駆動方式を選べる
・入力抵抗内蔵により電圧駆動にも対応した
ラインアップ展開

・回路構成に合わせて駆動方式を選択可能

高温環境下でも安定動作
・当社従来品より最大動作温度135℃へ拡張

Sustainability

設計自由度

安全、安心

入力
抵抗 20V 30V 40V 60V 100V

あり TLP3403SRHA
TLP3406SRHA
TLP3406SRL

TLP3407SRB
TLP3412xxB

TLP3475SRHA

なし
TLP3431S
TLP3450S

TLP3406S
TLP3414S
TLP3440S

TLP3407S
TLP3476S

TLP3409S

■S-VSON4Tシリーズ 代表ラインアップ

110/125℃
135℃対応品

New

New

入力抵抗内蔵により電圧駆動が可能で、
外付け抵抗のスペースと部品点数削減。
電流駆動・電圧駆動の選択が可能。

当社従来品VSON4比18%削減、
より高密度実装が可能。

7

VSON4
(3.6)

2.
45

 m
m

1.45 mm

(  ) : 単位 mm2

S-VSON4T
(2.9)

2.
0 

m
m

1.45 mm

対VSON4 : 
18%削減

最大動作温度135℃のラインアップを拡充。

小型 電圧駆動

高温動作

入力抵抗

[ 注1] 当社VSON4シリーズ

https://toshiba.semicon-storage.com/parametric?region=apc&lang=ja&code=param_406&p=50&i=1&sort=3,asc&cc=0d,1d,42d,24h,30h,31h,43h,3d,4d,5d,6d,7d,25d,26d,8d,9d,10d,34d,11d,32d,33d,12d,13d,14d,15d,16d,17d,20d,21d,22d,23d,35h,36h,37h,38h,39h,40h,41h&f%5b%5d=5%7CS-VSON4T
https://toshiba.semicon-storage.com/parametric?region=apc&lang=ja&code=param_406&p=50&i=1&sort=3,asc&cc=0d,1d,42d,24h,30h,31h,43h,3d,4d,5d,6d,7d,25d,26d,8d,9d,10d,34d,11d,32d,33d,12d,13d,14d,15d,16d,17d,20d,21d,22d,23d,35h,36h,37h,38h,39h,40h,41h&f%5b%5d=5%7CS-VSON4T
https://toshiba.semicon-storage.com/parametric?region=apc&lang=ja&code=param_406&p=50&i=1&sort=3,asc&cc=0d,1d,42d,24h,30h,31h,43h,3d,4d,5d,6d,7d,25d,26d,8d,9d,10d,34d,11d,32d,33d,12d,13d,14d,15d,16d,17d,20d,21d,22d,23d,35h,36h,37h,38h,39h,40h,41h&f%5b%5d=5%7CS-VSON4T
https://toshiba.semicon-storage.com/parametric?region=apc&lang=ja&code=param_406&p=50&i=1&sort=3,asc&cc=0d,1d,42d,24h,30h,31h,43h,3d,4d,5d,6d,7d,25d,26d,8d,9d,10d,34d,11d,32d,33d,12d,13d,14d,15d,16d,17d,20d,21d,22d,23d,35h,36h,37h,38h,39h,40h,41h&f%5b%5d=5%7CS-VSON4T
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各種コンテンツのご紹介

設計に役立つ各種コンテンツを準備していますので、
製品検討の際はご参考にしてください。

・製品ページ／パラメトリック検索
定格や特性、パッケージから条件を絞り込み、製品を探せます。

・アプリケーションノート
フォトリレーの基礎から、駆動回路の設計、実装時の注意点までを解説しています。

・FAQ
設計時によくある疑問と対処方法をまとめています。

https://toshiba.semicon-storage.com/parametric?region=apc&lang=ja&code=param_406&p=50&i=1&sort=3,asc&cc=0d,1d,42d,24h,30h,31h,43h,3d,4d,5d,6d,7d,25d,26d,8d,9d,10d,34d,11d,32d,33d,12d,13d,14d,15d,16d,17d,20d,21d,22d,23d,35h,36h,37h,38h,39h,40h,41h
https://toshiba.semicon-storage.com/jp/semiconductor/design-development/application-note.html
https://toshiba.semicon-storage.com/jp/semiconductor/knowledge/faq.html?faq_category=pc%3Aopto_photorelay
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さいごに

本日のセミナーではフォトリレーの基礎的な内容やメカニカルリレーとの違い、
産業機器や計測機器向けのフォトリレー製品などについてご紹介しました。

来月以降もアイソレーター製品をテーマにしたWebセミナーを開催予定です。

2026年11月 小型と低消費電力を特長とした産業用スタンダードデジタルアイソレーター
2026年12月 車載用フォトリレー

こちらもぜひご参加ください。

ご清聴ありがとうございました。



*社名・商品名・サービス名などは、それぞれ各社が商標として使用している場合があります。
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